
伊 丹 市 犯 罪 被 害 者 等 の 支 援 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 （ 平 成

３ ０ 年 伊 丹 市 規 則 第 ５ ４ 号 ）  

目 次  

第 １ 章  総 則 （ 第 １ 条 ― 第 ３ 条 ）  

第 ２ 章  補 助 金 （ 第 ４ 条 ― 第 １ ２ 条 ）  

第 ３ 章  支 援 金 （ 第 １ ３ 条 ― 第 １ ６ 条 ）  

第 ４ 章  補 則 （ 第 １ ７ 条 ）  

付 則  

第 １ 章  総 則  

（ 趣 旨 ）  

第 １ 条  こ の 規 則 は ， 伊 丹 市 犯 罪 被 害 者 等 の 支 援 に 関 す る 条 例 （ 平

成 ３ ０ 年 伊 丹 市 条 例 第 ５ １ 号 。 以 下 「 条 例 」 と い う 。 ） の 施 行 に

関 し 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。  

 （ 用 語 ）  

第 ２ 条  こ の 規 則 に お い て 使 用 す る 用 語 の 意 義 は ， 条 例 に お い て 使

用 す る 用 語 の 意 義 の 例 に よ る 。  

（ 遺 族 の 範 囲 ）  

第 ３ 条  条 例 第 ７ 条 か ら 第 ９ 条 ま で に 規 定 す る 遺 族 は ， 特 定 犯 罪 被

害 者 の 死 亡 の 時 に お い て ， 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 と す

る 。  

⑴  特 定 犯 罪 被 害 者 の 配 偶 者 （ 婚 姻 の 届 出 を し て い な い が ， 事 実

上 婚 姻 関 係 と 同 様 の 事 情 に あ っ た 者 を 含 む 。 ）  

⑵  特 定 犯 罪 被 害 者 の 収 入 に よ っ て 生 計 を 維 持 し て い た 当 該 特 定

犯 罪 被 害 者 の 子 ， 父 母 ， 孫 ， 祖 父 母 及 び 兄 弟 姉 妹  

⑶  前 号 に 該 当 し な い 特 定 犯 罪 被 害 者 の 子 ， 父 母 ， 孫 ， 祖 父 母 及

び 兄 弟 姉 妹  

２  特 定 犯 罪 被 害 者 の 死 亡 の 当 時 胎 児 で あ っ た 子 が 出 生 し た 場 合 に

お い て は ， 前 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は ， そ の 子 は ， そ の 母 が 特

定 犯 罪 被 害 者 の 死 亡 の 当 時 特 定 犯 罪 被 害 者 の 収 入 に よ っ て 生 計 を

維 持 し て い る と き に あ っ て は 同 項 第 ２ 号 の 子 と ， そ の 他 の と き に



あ っ て は 同 項 第 ３ 号 の 子 と み な す 。  

３  条 例 第 ９ 条 の 支 援 金 （ 以 下 「 支 援 金 」 と い う 。 ） の 支 給 を 受 け

る こ と が で き る 遺 族 の 順 位 は ， 第 １ 項 各 号 の 順 序 と し ， 同 項 第 ２

号 及 び 第 ３ 号 に 掲 げ る 者 の う ち に あ っ て は ， そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に

掲 げ る 順 序 と す る 。  

４  特 定 犯 罪 被 害 者 を 故 意 に 死 亡 さ せ ， 又 は 特 定 犯 罪 被 害 者 の 死 亡

前 に ， そ の 者 の 死 亡 に よ っ て 条 例 第 ７ 条 及 び 第 ８ 条 の 規 定 に よ る

補 助 金 （ 以 下 「 補 助 金 」 と い う 。 ） を 受 け る こ と が で き る 遺 族 と

な る べ き 者 並 び に 支 援 金 の 支 給 を 受 け る こ と が で き る 先 順 位 若 し

く は 同 順 位 の 遺 族 と な る べ き 者 を 故 意 に 死 亡 さ せ た 者 は ， 条 例 第

７ 条 か ら 第 ９ 条 ま で に 規 定 す る 遺 族 と し な い 。 補 助 金 の 支 給 を 受

け る こ と が で き る 遺 族 又 は 支 援 金 の 支 給 を 受 け る こ と が で き る 先

順 位 若 し く は 同 順 位 の 遺 族 を 故 意 に 死 亡 さ せ た 者 も ， 同 様 と す る 。  

   第 ２ 章  補 助 金  

（ 家 事 援 助 費 用 の 補 助 ）  

第 ４ 条  市 長 は ， 条 例 第 ７ 条 の 規 定 に よ り ， 特 定 犯 罪 被 害 者 又 は そ

の 遺 族 が ， 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と き に ， 家 事 に 関 す る

支 援 に 要 す る 費 用 （ 以 下 「 家 事 援 助 費 用 」 と い う 。 ） の 補 助 を 行

う こ と が で き る 。  

⑴  特 定 犯 罪 被 害 に 伴 い 病 院 等 へ 通 院 又 は 入 院 す る と き 。  

⑵  特 定 犯 罪 被 害 に 関 す る 刑 事 手 続 又 は 民 事 手 続 に 関 与 す る 必 要

が あ る た め 警 察 ， 司 法 関 係 機 関 等 へ 出 向 く と き 。  

⑶  そ の 他 市 長 が 必 要 と 認 め た と き 。  

２  家 事 援 助 費 用 は ， 次 に 掲 げ る 家 事 援 助 を 事 業 者 か ら 受 け る た め

に 要 し た 費 用 と す る 。  

⑴  調 理  

⑵  洗 濯  

⑶  住 居 の 掃 除 及 び 整 理 整 頓  

⑷  生 活 必 需 品 の 買 い 物  

⑸  通 院 等 の 介 助  



⑹  そ の 他 市 長 が 必 要 と 認 め る も の  

３  家 事 援 助 費 用 の 補 助 の 額 は ， １ 時 間 当 た り の 家 事 援 助 費 用 に 相

当 す る 額 （ 当 該 額 が ２ ， ０ ０ ０ 円 を 超 え る と き は ， ２ ， ０ ０ ０ 円 )

に 前 項 の サ ー ビ ス を 利 用 し た 時 間 数 を 乗 じ て 得 た 額 （ 当 該 額 に １

０ ０ 円 未 満 の 端 数 が あ る と き は ， こ れ を 切 り 捨 て た 額 ） と す る 。   

４  家 事 援 助 費 用 の 補 助 を 受 け る こ と が で き る 時 間 は ， 一 の 特 定 犯

罪 被 害 に つ い て ２ ５ 時 間 を 超 え る こ と が で き な い 。  

５  補 助 を 受 け る こ と が で き る 家 事 援 助 費 用 は ， 特 定 犯 罪 被 害 を 受

け た 日 か ら １ 年 以 内 に 発 生 し た も の に 限 る 。  

（ 一 時 保 育 事 業 費 用 の 補 助 ）  

第 ５ 条  条 例 第 ７ 条 の 保 育 に 要 す る 費 用 は ， 児 童 福 祉 法 （ 昭 和 ２ ２

年 法 律 第 １ ６ ４ 号 ） 第 ６ 条 の ３ 第 ３ 項 の 子 育 て 短 期 支 援 事 業 ， 同

条 第 ７ 項 の 一 時 預 か り 事 業 ， 同 条 第 １ ４ 項 の 子 育 て 援 助 活 動 支 援

事 業 等 の 利 用 に 要 し た 費 用 （ 以 下 「 一 時 保 育 事 業 費 用 」 と い う 。 )

を い う 。  

２  一 時 保 育 事 業 費 用 の 補 助 の 額 は ， １ 日 当 た り の 一 時 保 育 事 業 費

用 に 相 当 す る 額 （ 当 該 額 が ２ ， ５ ０ ０ 円 を 超 え る と き は ， ２ ， ５

０ ０ 円 ） に 前 項 の サ ー ビ ス を 利 用 し た 日 数 を 乗 じ て 得 た 額 と す る 。  

３  一 時 保 育 事 業 費 用 の 補 助 の 日 数 は ， 一 の 特 定 犯 罪 被 害 に つ い て

５ 日 を 超 え る こ と が で き な い 。  

４  前 条 第 １ 項 及 び 第 ５ 項 の 規 定 は ， 一 時 保 育 事 業 費 用 の 補 助 に つ

い て 準 用 す る 。  

 （ 転 居 費 用 の 補 助 ）  

第 ６ 条  市 長 は ， 条 例 第 ８ 条 の 規 定 に よ り ， 特 定 犯 罪 被 害 者 又 は そ

の 遺 族 が ， 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と き に ， 転 居 す る た め

に 要 す る 費 用 （ 以 下 「 転 居 費 用 」 と い う 。 ） の 補 助 を 行 う こ と が

で き る 。  

⑴  従 前 の 住 居 又 は そ の 付 近 に お い て 特 定 犯 罪 被 害 に あ っ た た め

に ， 当 該 住 居 に 居 住 し 続 け る こ と が 困 難 と な っ た と き 。  

⑵  特 定 犯 罪 行 為 に よ り 住 居 が 滅 失 し ， 又 は 著 し く 損 壊 し た た め



に 居 住 で き な く な っ た と き 。  

 ⑶  二 次 的 被 害 を 受 け る お そ れ が あ り ， 平 穏 な 生 活 を 営 む こ と が

で き な い と き 。  

⑷   前 ３ 号 に 類 す る 事 由 が あ る と き 。  

２  転 居 費 用 は ， 次 に 掲 げ る 費 用 と す る 。  

⑴   家 具 等 の 搬 送 に 要 す る 費 用 （ 搬 送 費 用 に 梱 包 サ ー ビ ス に 係 る

費 用 が 含 ま れ る と き は ， 当 該 費 用 を 除 く 額 と す る 。 ）  

⑵  新 た な 住 居 に 入 居 す る 際 に 要 す る 敷 金 ， 礼 金 ， 仲 介 手 数 料 ，

火 災 保 険 料 ， 保 証 料 ， 日 割 家 賃 そ の 他 の 費 用  

３  転 居 費 用 の 補 助 の 額 は ， 一 の 特 定 犯 罪 被 害 に つ い て ， １ ８ ０ ，

０ ０ ０ 円 を 超 え な い 範 囲 内 で ， 転 居 費 用 の 合 計 額 に 相 当 す る 額 と

す る 。  

４  第 ４ 条 第 ５ 項 の 規 定 は ， 転 居 費 用 の 補 助 に つ い て 準 用 す る 。  

（ 家 賃 の 補 助 ）  

第 ７ 条  条 例 第 ８ 条 に 規 定 す る 家 賃 と は ， 賃 料 ， 使 用 料 等 を い う 。  

２  家 賃 の 補 助 の 額 は ， １ 月 当 た り の 家 賃 の ２ 分 の １ に 相 当 す る 額

（ 当 該 額 が ３ ０ ， ０ ０ ０ 円 を 超 え る と き は ， ３ ０ ， ０ ０ ０ 円 ） に

家 賃 を 支 払 っ た 月 数 を 乗 じ て 得 た 額 （ 当 該 額 に １ ， ０ ０ ０ 円 未 満

の 端 数 が あ る と き は ， こ れ を 切 り 捨 て た 額 ） と す る 。  

３  補 助 を 受 け る こ と が で き る 家 賃 は ， 特 定 犯 罪 被 害 を 受 け た 日 か

ら １ 年 以 内 に 発 生 し た 家 賃 で ， 賃 貸 住 宅 ， 市 営 住 宅 等 に 入 居 し た

日 の 属 す る 月 の 翌 月 （ 入 居 し た 日 が 月 の 初 日 で あ る と き は ， 入 居

し た 日 の 属 す る 月 ） か ら ６ 月 以 内 に 発 生 し た 家 賃 と す る 。  

４  前 条 第 １ 項 の 規 定 は ， 家 賃 の 補 助 に つ い て 準 用 す る 。  

 （ 補 助 の 申 請 ）  

第 ８ 条  補 助 金 を 受 け よ う と す る 者 は ， 日 常 生 活 等 支 援 補 助 申 請 書

（ 様 式 第 １ 号 ） に ， 次 の 各 号 に 掲 げ る 区 分 に 応 じ ， 当 該 各 号 に 定

め る 書 類 を 添 え て ， 市 長 に 申 請 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し ， 市

長 が 特 に 認 め る と き は ， 当 該 書 類 の 添 付 を 要 し な い 。  

⑴   特 定 犯 罪 被 害 者 が 申 請 す る 場 合  次 に 掲 げ る 書 類  



ア  特 定 犯 罪 被 害 に 係 る 重 傷 病 の 状 態 及 び 療 養 の 期 間 等 に 関 す

る 医 師 の 診 断 書  

  イ  特 定 犯 罪 被 害 が 発 生 し た 時 に ， 申 請 者 で あ る 特 定 犯 罪 被 害

者 が 市 民 で あ る こ と を 証 す る 書 類  

  ウ  そ の 他 市 長 が 必 要 と 認 め る 書 類  

⑵   遺 族 が 申 請 す る 場 合  次 に 掲 げ る 書 類  

ア  特 定 犯 罪 被 害 者 の 死 亡 診 断 書 ， 死 体 検 案 書 そ の 他 の 死 亡 の

事 実 及 び そ の 年 月 日 を 証 明 す る こ と が で き る 書 類  

  イ  申 請 者 と 特 定 犯 罪 被 害 者 と の 続 柄 を 証 す る 戸 籍 の 謄 本  

  ウ  特 定 犯 罪 被 害 が 発 生 し た 時 に ， 特 定 犯 罪 被 害 者 及 び 申 請 者

が 市 民 で あ る こ と を 証 す る 書 類  

エ  そ の 他 市 長 が 必 要 と 認 め る 書 類  

２  前 項 の 規 定 に よ る 申 請 は ， 特 定 犯 罪 被 害 を 受 け た 日 か ら １ 年 を

経 過 し た と き は ， 行 う こ と が で き な い 。 た だ し ， そ の 期 間 内 に 申

請 し な か っ た こ と に つ い て ， や む を 得 な い 理 由 が あ る と 市 長 が 認

め る と き は ， こ の 限 り で な い 。  

（ 補 助 金 の 支 給 制 限 ）  

第 ９ 条  次 に 掲 げ る 場 合 に は ， 補 助 金 の 全 部 又 は 一 部 を 支 給 し な い

こ と が で き る 。  

⑴ 法 令 の 規 定 又 は 市 若 し く は 他 の 地 方 公 共 団 体 の 施 策 等 に よ り ，

補 助 金 の 支 給 対 象 と な る 費 用 の 全 部 又 は 一 部 に つ い て 給 付 が 行

わ れ た と き 。  

⑵  特 定 犯 罪 行 為 が 行 わ れ た 時 に お い て ， 特 定 犯 罪 被 害 者 と そ の

加 害 者 と の 間 に ， ３ 親 等 内 の 親 族 関 係 （ 事 実 上 の 婚 姻 関 係 を 含

む 。 ） が あ る と き 。 た だ し ， 特 定 犯 罪 行 為 が 次 の い ず れ か に 該

当 し ， 当 該 特 定 犯 罪 行 為 が 行 わ れ た 時 点 で ， 特 定 犯 罪 被 害 者 の

生 命 若 し く は 身 体 に 重 大 な 危 険 が 生 じ て い た と き ， 又 は 特 定 犯

罪 行 為 が 行 わ れ た 時 に 特 定 犯 罪 被 害 者 の 申 立 て に よ り 加 害 者 に

対 し ， 配 偶 者 か ら の 暴 力 の 防 止 及 び 被 害 者 の 保 護 等 に 関 す る 法

律 （ 平 成 １ ３ 年 法 律 第 ３ １ 号 ） 第 １ ０ 条 第 １ 項 又 は 第 １ ０ 条 の



２ の 規 定 に よ る 命 令 が 発 せ ら れ て い た と き を 除 く 。  

ア  児 童 虐 待 の 防 止 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 １ ２ 年 法 律 第 ８ ２ 号 ）  

第 ２ 条 に 規 定 す る 児 童 虐 待  

イ   高 齢 者 虐 待 の 防 止 、 高 齢 者 の 養 護 者 に 対 す る 支 援 等 に 関 す

る 法 律 （ 平 成 １ ７ 年 法 律 第 １ ２ ４ 号 ） 第 ２ 条 第 ３ 項 に 規 定 す

る 高 齢 者 虐 待 （ 同 条 第 ４ 項 第 ２ 号 並 び に 第 ５ 項 第 １ 号 （ 同 号

ホ に 係 る 部 分 に 限 る 。 ） 及 び 第 ２ 号 （ 同 項 第 １ 号 ホ に 係 る 部

分 に 限 る 。 ） に 掲 げ る 行 為 を 除 く 。 ）  

ウ  障 害 者 虐 待 の 防 止 、 障 害 者 の 養 護 者 に 対 す る 支 援 等 に 関 す

る 法 律 （ 平 成 ２ ３ 年 法 律 第 ７ ９ 号 ） 第 ２ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る

障 害 者 虐 待 （ 同 条 第 ６ 項 第 ２ 号 ， 第 ７ 項 第 ５ 号 及 び 第 ８ 項 第

５ 号 に 掲 げ る 行 為 を 除 く 。 ）  

⑶   補 助 を 受 け よ う と す る 者 に ， 次 の い ず れ か に 該 当 す る 事 由 が

あ っ た と き 。  

ア  特 定 犯 罪 行 為 を 誘 発 し た こ と そ の 他 の 責 め に 帰 す べ き 行 為

が あ っ た こ と 。  

イ  特 定 犯 罪 行 為 に 対 す る 報 復 と し て ， 加 害 者 そ の 他 の 加 害 者

と 密 接 な 関 係 の あ る 者 の 生 命 を 害 し た こ と 又 は 身 体 に 重 大 な

害 を 加 え た こ と 。  

ウ  特 定 犯 罪 行 為 を 容 認 し て い た こ と 。  

エ  特 定 犯 罪 行 為 が 行 わ れ た 時 に お い て ， 常 習 的 に 暴 力 的 不 法

行 為 を 行 う お そ れ が あ る 組 織 に 属 し て い た こ と 。  

⑷  前 各 号 に 掲 げ る 場 合 の ほ か ， 特 定 犯 罪 被 害 者 又 は そ の 遺 族 と

加 害 者 と の 関 係 そ の 他 の 事 情 か ら 判 断 し て ， 補 助 金 を 支 給 す る

こ と が 社 会 通 念 上 適 切 で な い と 認 め ら れ る と き 。  

（ 補 助 の 決 定 ）  

第 １ ０ 条  市 長 は ， 第 ８ 条 第 １ 項 の 申 請 が あ っ た と き は ， 速 や か に

審 査 し ， 補 助 の 可 否 を 決 定 し ， 日 常 生 活 等 支 援 補 助 審 査 結 果 通 知

書 （ 様 式 第 ２ 号 ） に よ り 申 請 者 に 通 知 す る 。  

 （ 補 助 金 の 請 求 ）  



第 １ １ 条  前 条 の 規 定 に よ る 通 知 に よ り 補 助 の 決 定 を 受 け た 者 は ，

日 常 生 活 等 支 援 補 助 金 請 求 書 （ 様 式 第 ３ 号 ） に 領 収 書 又 は こ れ に

準 ず る 書 類 を 添 え て ， 市 長 に 提 出 し ， 補 助 金 を 請 求 す る こ と が で

き る 。  

（ 補 助 の 決 定 の 取 消 し 等 ）  

第 １ ２ 条  市 長 は ， 偽 り そ の 他 不 正 の 手 段 に よ り 補 助 の 決 定 を 受 け

た 者 が あ る と き 又 は そ の 決 定 後 に お い て 第 ９ 条 各 号 の い ず れ か に

該 当 す る こ と が 判 明 し た と き は ， 補 助 の 決 定 を 取 り 消 し ， 補 助 金

と し て 交 付 し た 額 の 全 部 又 は 一 部 を そ の 者 か ら 返 還 さ せ る も の と

す る 。  

第 ３ 章  支 援 金  

（ 支 援 金 の 種 類 ）  

第 １ ３ 条  支 援 金 は ， 重 傷 病 支 援 金 及 び 遺 族 支 援 金 と す る 。  

２  重 傷 病 支 援 金 は ， 特 定 犯 罪 被 害 者 に 対 し て 支 給 す る も の と し ，

そ の 額 は １ ０ 万 円 と す る 。  

３  遺 族 支 援 金 の 額 は ３ ０ 万 円 と し ， 既 に 重 傷 病 支 援 金 を 支 給 さ れ

た 特 定 犯 罪 被 害 者 が 当 該 重 傷 病 に 起 因 し て 死 亡 し た 場 合 に あ っ て

は ， ２ ０ 万 円 と す る 。  

 （ 支 援 金 の 申 請 ）  

第 １ ４ 条  支 援 金 の 支 給 を 受 け よ う と す る 者 は ， 支 援 金 支 給 申 請 書

（ 様 式 第 ４ 号 ） に ， 次 の 各 号 に 掲 げ る 支 援 金 の 区 分 に 応 じ ， 当 該

各 号 に 定 め る 書 類 を 添 え て 市 長 に 申 請 し な け れ ば な ら な い 。 た だ

し ， 市 長 が 特 に 認 め る と き は ， 当 該 書 類 の 添 付 を 要 し な い 。  

⑴  重 傷 病 支 援 金  第 ８ 条 第 １ 項 第 １ 号 に 掲 げ る 書 類  

⑵  遺 族 支 援 金  第 １ 順 位 の 遺 族 で あ る こ と を 証 す る 書 類 及 び 第

８ 条 第 １ 項 第 ２ 号 に 掲 げ る 書 類  

２  前 項 の 申 請 は ， 特 定 犯 罪 行 為 に よ る 死 亡 若 し く は 重 傷 病 の 発 生

を 知 っ た 日 か ら ２ 年 を 経 過 し た と き ， 又 は 当 該 死 亡 若 し く は 重 傷

病 が 発 生 し た 日 か ら ７ 年 を 経 過 し た と き は ， 行 う こ と が で き な い 。

た だ し ， そ の 期 間 内 に 申 請 し な か っ た こ と に つ い て ， や む を 得 な



い 理 由 が あ る と 市 長 が 認 め る と き は ， こ の 限 り で な い 。  

 （ 支 給 の 決 定 ）  

第 １ ５ 条  市 長 は ， 前 条 第 １ 項 の 申 請 が あ っ た と き は ， 速 や か に 審

査 し ， 支 給 の 可 否 を 決 定 し ， 支 援 金 審 査 決 定 通 知 書 （ 様 式 第 ５ 号 )  

に よ り 申 請 者 に 通 知 す る も の と す る 。  

２  遺 族 支 援 金 の 支 給 を 受 け る べ き 同 順 位 の 遺 族 が ２ 人 以 上 あ る と

き は ， そ の １ 人 に 対 し て 行 っ た 遺 族 支 援 金 の 支 給 は ， 当 該 同 順 位

の 遺 族 全 員 に 対 し な さ れ た も の と み な す 。  

 （ 補 助 金 に 関 す る 規 定 の 準 用 ）  

第 １ ６ 条  第 ９ 条 （ 第 １ 号 を 除 く 。 ） 及 び 第 １ ２ 条 の 規 定 は ， 支 援

金 の 支 給 に つ い て 準 用 す る 。  

第 ４ 章  補 則  

（ 細 則 ）  

第 １ ７ 条  こ の 規 則 に 定 め る も の の ほ か ， 条 例 の 施 行 に 関 し 必 要 な

事 項 は ， 市 長 が 別 に 定 め る 。  

付  則  

 こ の 規 則 は ， 平 成 ３ １ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

付  則 （ 令 和 ３ 年 ３ 月 1 5日 規 則 第 2 0号 ）  

こ の 規 則 は ， 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  

付  則 （ 令 和 ５ 年 ４ 月 2 0日 規 則 第 2 3号 ）  

こ の 規 則 は ， 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  

付  則  

こ の 規 則 は ， 令 和 ６ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  


